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梨の花にふれながら
楽しい１日を

　梨の花が満開を迎えた４月 12
日、梨想の会（鳥

とりゅう
生厚

あつ お
夫会長）主催

の「第９回梨の花まつり」がペアー
ノ（市生涯学習センター）で開催さ
れました。
　会場では市特産品の梨を使ったカ
レーの販売や関城中学校吹奏楽部に
よる演奏など様々な催しが行われま
した。また、梨の花を楽しみながら
歩く梨畑ウォーキングや授粉作業を
行う梨の花合わせ体験なども開催さ
れ、訪れたたくさんの家族連れは楽
しい１日を過ごしました。

釣り糸のような「浦島
草」を囲んで地域交流

　関本肥
あくと
土地内竹林で自生している

浦
うらしま
島草

そう
が見頃を迎えた４月 19 日、

本郷集落センターを中心に「第３回
浦島草まつり」が開催されました。
　同まつりは地域活性化を目指し、
地元住民たちが結成した「関本肥土
会」(岩

いわさき
﨑浩
ひろゆき
幸会長）が中心となり開

催され、子どもたちの合唱をはじめ
たくさんのイベントが行われました。

市内がひとつになり
国際友好協会が発足

都心の大学生と市民が
泥んこバレーで交流

　４月 29日、市内倉持の田んぼで、
都心の学生と市民の交流を深めよう
と ｢泥んこバレー大会｣ が行われま
した。同大会実行委員会（山

やま
口
ぐち
浩
こう じ
司

委員長）が実施したもので、東京農
業大や横浜市立大、筑波大、茨城大
などの学生、市内の子どもたちなど
約 50人が参加し、泥だらけになっ
てバレーボールを楽しみました。

　５月 17日、しもだて地域交流セ
ンター会議室（アルテリオ）で、筑
西市国際交流連絡協議会の総会が開
かれました。会議の中で、これまで
市内で活動してきた国際交流団体と
連絡協議会の発展的解消及び新団体
設立が承認され、新たに「筑西市国
際友好協会」が発足。新団体の初代
会長に選出された日

ひ が の
向野ひさ子さんは、「それぞれの団体が行ってきた

活動の良いところは取り入れ、会員の一致団結で国際交流と多文化共生
社会推進に貢献したいと思います」と、抱負を語ってくれました。

４ＷＤ・ＳＵＶと
アウトドア好きが集結！

　５月 16日・17日の２日間、ザ・
ヒロサワ・シティ内の下館オフロー
ドで、オフロードとアウトドアの祭
典「20ｔｈＪＯＡフェスティバル
ｉｎ下館オフロード」（ＪＡＦＥＡ
（日本四輪駆動車用品協会）東日本
支部主催）が開催されました。
　来場者は、ぬかるんだ道を一気に
走り抜けるマッドドラッグなど、迫
力の走行を間近で観戦した外、フ
リー走行で岩が積み上がった道など
に挑戦し、助手席に乗ったお子さん
は声を上げて楽しんでいました。

まちのわだいまちのわだい

あ く と

 
 
 
 

 

 

 

デイサービスご利用の方は
『600円』で宿泊できます！ 

まずはお気軽にご相談ください！ くお気軽に 相談くださ

TEL:0296-54-5771 

※介護保険外※食費別途 

筑西市藤ヶ谷 1763-10 

受付時間 
9:00～18:00 



1011

日頃の稽古の成果を
元気いっぱいに発揮

　大空を泳ぐ鯉のぼりのように元気
に育ってほしいとの願いが込められ
た「第 56回こどもの日中学校剣道
大会・柔道大会」が、５月３日・４
日、下館総合体育館で行われました。
　大会に参加した約 1,050 人の中
学生は熱戦を繰り広げ、剣道では
男子の部で下館中Aチームが優勝、
明野中 Aチームが準優勝、女子の
部で下館中が３位。柔道では男子の
部で明野中 Aチームが優勝、女子
の部で下館南中が準優勝という輝か
しい成績を収めました。

日伊友好の架け橋として
短歌がローマの大学の壁画に

みんなで作ろう安心の街
春の地域安全運動

　４月 27日、筑西警察署（飯
いいづか
塚幸

ゆき

雄
お
署長）と筑西地区防犯連絡協議会

（野
の
田
だ
富
と み お
夫会長）主催の ｢春の地域

安全運動キャンペーン｣ が、かまし
ん下館店で行われました。防犯連絡
協議会員など約 60人が参加し、「み
んなで作ろう安心の街」をスローガ
ンに、買い物に訪れた市民に防犯意
識の向上などを呼びかけました。

明野高校生が街頭で
交通安全キャンペーン

　５月14日、明野高校（稲
いなば
葉裕

ゆういち
一

校長）の生徒会役員などが中心とな
り、明野中学校東交差点で、春の交
通安全キャンペーンが行われました。
　筑西警察署や市交通安全協会、市
交通対策協議会、市交通安全母の会、
明野中学校生など約 100 人が参加
し、ドライバーにチラシなどを配っ
て安全運転を呼びかけました。

　元中学校教諭の深
ふかや
谷照

てる こ
子さん（89歳・荒町）

が、日伊芸術文化教育実行委員会に「平成の
遣欧使節作家」として選出され、その短歌が
イタリア国立サンピエンツァローマ大学の壁
画にアートタイルとして飾られました。飾ら
れたのは、亡き父の教えを織り込んだ「清らなる精

こころ
神に生きよと父の声

折々われによみがえるなり」という作品。大学の壁画には、日本を代表
する芸術家のひとりで本市出身の陶芸家・板

いたや
谷波

はざん
山の作品もアートタイル

として飾られています。板谷波山記念館の学芸員を務めた経験を持ち、
波山を紹介する本を執筆したこともある深谷さんは、「尊敬する波山先
生とともに展示していただき光栄です」と語ってくれました。

栄町の有志が作品を
持ち寄り作品展を開催

　５月 15日～ 17 日、栄町自治会
（落

おちあい
合清

きよしげ
成自治会長）主催による「栄

町作品展示会」が栄町児童館で開催
されました。
　栄町のみなさんが作成した、絵画・
書道・写真・手芸・生け花など 55
点の作品が展示され、中には日展で
入選された須

すどう
藤賢

けん じ
次さんの作品も飾

られるなど、力作が勢揃
ぞろ
い。

　主催した自治会長の落合さんは、
「作品を観たみなさんが、『今度は自
分も』と何か趣味を見つけてくれれ
ば」と話してくれました。
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筑西市役所

明野支所
関城支所
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下館総合体育館

光ファイバー敷設工事に伴う電柱使用承諾・
支線承諾のお願い

　筑西ケーブルテレビでは、市内のイベントや学校
行事、お店紹介など、まちの話題を取り上げた番組
や、市議会中継、選挙速報などの行政に関する番組、
地上・ＢＳ・ＣＳ放送の視聴、高速インターネット、
固定電話サービスを利用することができます。
　ケーブルテレビの利用には申込みと光回線工事、
月額利用料金が必要となります。詳しくは、筑西
ケーブルテレビまでお問い合わせください。

　筑西ケーブルテレビの提供エリアが今年冬に広がります。
　市は、行政や地域間、世帯間、団体間の交流などを促進するため、市内全域の高速ブロー
ドバンドの普及を目的に筑西ケーブルテレビに出資し、整備を進めています。
　今回のエリア拡張により市内の約７割の世帯（約 26,500 世帯）でケーブルテレビを利用
することが可能となります。

　ケーブルテレビは、既に設置されたＮＴＴや東
京電力の電柱をお借りし、光ファイバーを敷設し
ていきます。６月頃から「電柱使用承諾・支線承
諾」のお願いで、ケーブルテレビスタッフが、電
柱地権者のお宅に訪問させていただくことがあり
ますのでご協力お願いします。
　なお、敷設工事は７月頃から実施する予定です。 　【問い合わせ】　筑西ケーブルテレビ

　　　　フリーコール　☎ ０１２０－０９－１８１１

提供済エリア

今年冬
提供予定エリア

　
電
柱
補
強
の
た
め
地
支
線
を
設
置

　
し
ま
す
。

　
既
存
の
電
柱
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を

　
敷
設
し
ま
す
。

地支線
ケーブルテレビの光ファイバー

電話線

電力線

エリア拡張筑西ケーブルテレビ 今年冬、提供エリアが
さらに広がります！

問
文 

化 

課　
☎
22-

０
１
８
３

　
本
殿
は
、
総

そ
う
け
や
き欅
一い

っ
け
ん
し
ゃ
な
が
れ
づ
く
り

間
社
流
造

で
、
小
規
模
な
建
物
で
は
あ
り
ま

す
が
、
石
川
家
初
代
総ふ

さ
し
げ茂
公
が
、

下
館
移い

ほ

う封
後
に
石
川
氏
の
氏
神
と

し
て
石
清
水
八
幡
を
勧か

ん
じ
ょ
う請し
た
も

の
で
す
。
建
物
は
当
時
の
面
影
を

よ
く
残
し
て
お
り
、
現
在
も
下
館

城
本
丸
（
下
館
小
学
校
の
北
側
）

の
跡
地
に
鎮
座
し
て
い
ま
す
。
土

地
の
守
り
神
と
し
て
、
古
く
か
ら

地
元
の
人
々
に
親
し
ま
れ
大
切
に

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
昭
和
61
年
11
月
、
本
殿
を
修
復

し
、
上
屋
を
設
け
ま
し
た
。

探訪 筑西市の

文化財
八
はちまんじんじゃほんでん

幡神社本殿
市指定文化財（建造物）
　昭和 52年３月 24日指定
　江戸時代
　所在地：本城町地内
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小
こいしかわ
石川　功

いさお
  さん（飯島）

古民家が次々と姿を消す中、
農業資料館は往時を偲ぶ宝物。
四季折々の散策など、家族そ
ろってお出かけください。

　　

わ
が
ま
ち
筑
西
市
は
江
戸
時
代
、
下
館
藩

２
万
石
の
城
下
町
で
し
た
が
、末
期
に
な
る
と
、

度
重
な
る
飢き

き
ん饉
に
加
え
浪
費
が
重
な
り
破
綻
状

態
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
危
機
を
救
済
復
興
し

た
の
が
二
宮
金
次
郎
で
す
。
市
と
深
い
縁
で
結

ば
れ
て
い
る
金
次
郎
の
足
跡
は
古
文
書
な
ど
の

史
料
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
が
、
当
時
の
人
々

の
暮
ら
し
を
伝
え
る
建
物
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
場
所
を
求
め
、農
業
資
料
館
を
訪
ね
ま
し
た
。

　

農
業
資
料
館
の
建
物
は
三
郷
地
区
の
大
林
秀

雄
氏
よ
り
寄
贈
さ
れ
、昭
和
60
年
、現
在
地
（
久

地
楽
８
５
１
番
地
）に
移
築
復
元
さ
れ
ま
し
た
。

す
で
に
30
年
の
歳
月
が
経
過
し
、
現
在
は
市
教

育
委
員
会
が
管
理
運
営
し
て
い
ま
す
。

筑
西
市
立
農
業
資
料
館
の
更
な
る
活
用
を

江
戸
時
代
中
期
に
造
ら
れ
た
農
家
の
建
物
を
移
築
し
、
農
具
な
ど
を
展
示
す
る
農
業
資
料
館

多
く
の
市
民
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す　

建
屋
は
江
戸
時

代
中
期
（
２
０
０

年
以
上
前
）
に
造

ら
れ
た
床
面
積

２
１
８
平
方
メ
ー

ト
ル
（
約
66
坪
）

の
大
農
家
で
、
約

半
分
が
土
間
で

す
。
土
間
に
は
台

所
や
板
の
間
が
あ
っ
て
、
野
良
仕
事
の
合
間

に
板
の
間
に
腰
掛
け
土
足
で
食
事
を
し
、
夜

な
べ
の
わ
ら
仕
事
場
に
も
使
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
建
屋
内
に
は
厩う

ま
や

が
作
ら
れ
、
馬
や
牛
が

人
間
と
同
じ
屋
根
の
下
で
生
活
し
て
い
ま
し

た
。
重
要
な
農
作
業
の
担
い
手
で
あ
る
馬
や

牛
が
、
い
か
に
大
切
に
さ
れ
て
い
た
か
が
偲し

の

ば
れ
ま
す
。

　

館
内
に
は
農
作
業
で
使
わ
れ
た
千
石
通
し

や
唐と

う
み箕
な
ど
昔

の
道
具
が
市
民

か
ら
寄
贈
さ
れ
、

展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に

畳
の
座
敷
を
の

ぞ
く
と
、
今
で

は
す
っ
か
り
姿

を
消
し
た
囲
炉
裏
や
長
火
鉢
、
石
油
ラ
ン
プ

な
ど
が
あ
り
、
昔
の
生
活
を
垣か

い
ま間
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
屋
根
は
現
在
鉄
板
亜
鉛
葺ぶ

き

で
す
が
、
茅か

や

葺
き
の
面
影
を
見
る
こ
と
も
で

き
大
変
勉
強
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
見
学
者
の
大
半
が
筑
西
市
と
桜
川

市
の
小
学
生
で
、
一
般
の
利
用
は
ほ
と
ん
ど

な
い
そ
う
で
す
。
こ
の
日
は
、
川
島
小
学
校

３
年
生
１
０
０
人
が
校
外
学
習
で
訪
れ
て
い

ま
し
た
。
大
き
な
屋
敷
や
様
々
な
昔
の
道
具

に
目
を
輝
か
せ
、
生
き
た
学
習
が
で
き
て
い

る
よ
う
で
し
た
。

　

記
者
も
塾
生
で
あ
る
、
二
宮
金
次
郎
に
つ

い
て
学
ぶ
市
民
グ
ル
ー
プ
・
報ほ

う
と
く
い
ち
え
ん
じ
ゅ
く

德
壹
圓
塾
で

は
、
資
料
館
の
昔
懐
か
し
い
畳
部
屋
を
お
借

り
し
て
、
３
月
度
例
会
の
勉
強
会
を
実
験
的

に
開
催
し
ま
し
た
。
今
後
も
こ
こ
を
会
場
と

し
て
、
紙
芝
居
『
二
宮
金
次
郎
物
語
』
の
読

み
聞
か
せ
を
５
回
ほ
ど
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

近
隣
に
は
国
指
定
文
化
財
で
あ
る

新に
い
は
り
は
い
じ
あ
と

治
廃
寺
跡
、
新に

い
は
り
ぐ
ん
が
あ
と

治
郡
衙
跡
な
ど
史
跡
も
あ

り
、
桜
や
ろ
う
梅
な
ど
の
季
節
の
花
が
咲
き

ほ
こ
る
自
然
豊
か
な
こ
の
資
料
館
が
、
更
に

有
効
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

地域のテーマを市民の目線で

市 民 記 者 の ペ ー ジ

　
■
農
業
資
料
館
の
利
用
に
は
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
文
化
課 
☎
22　
０
１
８
３
へ

｜

ま
ず
知
ろ
う
、農
業
資
料
館
に
つ
い
て

移築復元された建屋

館内には貴重な農機具を展示

史
跡
や
自
然
と
併
せ
た
有
効
活
用
を

二
宮
金
次
郎
時
代
の
農
家
伝
承
を
求
め
て

13


	一括_Part10.pdf
	一括_Part11
	一括_Part12
	一括_Part13

